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確定申告はお早めに（４～５）

２月１６日から始まります

あなたの“生活習慣”大丈夫？（６～７）
１月４日、雲仙市成人式
（関連２～３ページ）



市
内
各
地
で
成
人
式

雲
仙
市
成
人
式
が
１
月
４
日
、
市
内
７
会
場
で
あ
り
、
新
成
人
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。
昨
年
１０
月
の
雲
仙
市
誕
生
後
、「
初
の
成
人
式
」
で
す
。

は
・
た
・
ち
・
の
・
き
・
も
・
ち

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
年
は
、市
内
各
町
の
会
場（
国

見
町
文
化
会
館
、
瑞
穂
町
公
民
館
、

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館
、
愛
野
町

公
民
館
、
千
々
石
町
公
民
館
、
小

浜
町
文
化
館
、
南
串
山
ハ
マ
ユ

リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
）
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、

男
性
４
２
９
人
、
女
性
４
０
１
人

の
８
３
０
人
。
行
わ
れ
た
式
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
華
や
か
な
装
い
で
約
６

６
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

市
長
や
来
賓
の
方
々
の
激
励
に
、

新
成
人
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
力
強

く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
、
新
成
人
は
写
真
撮
影

を
し
た
り
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
り
と
大
忙
し
。
久
し
ぶ
り
の

同
級
生
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

若
さ
あ
ふ
れ
る
新
成
人
の
ス
ナ
ッ

プ
を
中
心
に
成
人
に
な
っ
た
喜
び

や
感
想
、
今
後
の
夢
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

お
祝
い
の
言
葉

本
日
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
喜
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
十
月
「
雲
仙
市
」
が
誕
生
し
て
、
初

め
て
開
催
さ
れ
る
記
念
す
べ
き
成
人
式
と
な

り
ま
す
。

こ
の
良
き
日
に
、
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
盛
大
に
お
祝
い
の
式

典
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
こ

の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
六
年
目
、
相
変
わ

ら
ず
厳
し
い
経
済
情
勢
は
続
い
て
お
り
、
情

報
通
信
の
発
達
に
よ
っ
て
夢
が
語
り
が
た
い

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
日
国
内
外
の
情
勢
は
、
決
し
て
明
る
い

も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
イ
ラ
ク
・
北
朝
鮮
で
は
依

然
と
し
て
不
安
定
な
状
態
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
求
め
る
平
和
な
世
界
に
は
、
ま
だ
ま
だ

大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。

国
内
で
は
、
連
日
青
少
年
の
凶
悪
犯
罪
、

ま
た
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
悲
惨

な
ニ
ュ
ー
ス
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
し

て
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
様
に
と
っ
て
、
今
日
と
い
う

日
は
大
人
に
な
っ
た
こ
と
が
公
に
認
め
ら
れ

る
日
で
あ
り
、
責
任
あ
る
社
会
人
、
あ
る
い

は
学
生
と
し
て
、
晴
れ
て
こ
こ
に
人
生
の
門

出
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
二
十
歳
に
な
り
、
新
し
い
国
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
た
め
の
「
選
挙

権
」
と
い
う
新
た
な
切
符
を
手
に
さ
れ
た
こ

と
と
な
り
、
ど
う
か
そ
の
喜
び
と
責
任
を
自

２０歳の誓いを胸に

成人を祝う太鼓の音色が響きました

吹奏楽部と新成人の共演も！

２０
歳
の
記
念
に
パ
チ
リ

手渡された成人証書は、
重みがずっしり

成人を祝してバンザーイ

広報うんぜん●
平成１８年２月2



と
も
み
つ

金
子

知
充
氏
（
５０
）

ひ
ろ
ゆ
き

吉
田

博
幸
氏
（
５５
）

雲仙市助役、
監査委員が

選任同意されました

昨年１２月２１日から本年１

月２０日まで開かれた、第１

回定例雲仙市議会で、本年

度一般会計予算案など計２４

議案が可決されました。

追加議案として提案され

た助役２人の選任につきま

しても、賛成多数で同意を

得ました。任期は４年間で、

収入役の業務は助役が兼ね

ることとなります。

県議会事務局政務調整課長

雲仙市市民生活部長

また、監査委員には、吉

田正博氏（吾妻町）、町田

義博氏（千々石町・議会選

出）を選任することに同意

され、１月２３日付けで選任

されました。

覚
さ
れ
な
が
ら
、
雲
仙
市
あ

る
い
は
居
住
さ
れ
て
い
る
市

町
村
の
一
員
と
し
て
、
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

住
民
と
し
て
の
使
命
感
を

持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
希
望

い
た
し
ま
す
。

併
せ
て
他
人
を
思
い
や
る

豊
か
な
心
で
明
る
い
社
会
づ

く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
雲
仙
市
で
生
ま

れ
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
抱
き
、

皆
様
を
今
日
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家

族
の
方
々
に
対
し
、
ま
た
常
に
皆
様
を
見
守

り
ご
鞭
撻
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
、

今
一
度
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
と
ご
多
幸
を

祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
一
月
四
日

雲
仙
市
長

奥
村

愼
太
郎

選挙デビュー�

大人としての自覚を持つ

実感わかないな～

世界を目指す

祝＊社会人

夢を追いかけます

国家試験合格！

人生ハッピーに

就職するぞ！

立派な社会人に

●広報うんぜん
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確�定�
申�

かくていしんこく�

税金の申告時期となりま

した。�
所得税、市県民税の申告

は2月16日（木）から3

月15日（水）までです。�

申告は自分で書いて必

ず行いましょう。�

●贈与税の申告は2月

　1日（水）から3月15

　日（水）までです。�

●個人事業者の消費税お
よび地方消費税の確定申

告

　は3月31日（金）まで
です。�

確定申告で分からないこ
とがありましたら、税務署

または市

役所、各総合支所を会場
に、記載方法などの相談

を行って

いますので、申告に必要
な書類などを準備して、

お越しくだ

さい。�
毎年3月に入ると窓口は

大変混み合います。早め
に申告書

の提出をお願いします。
�

問い合わせ�

・島原税務署　TEL0957（
62）3282�

・市役所税務課　市民国保
税班（内線2418）�

・各総合支所管理課�

確
定
申
告
は
、１
年
間
に
得

た
所
得
金
額

を
総
決
算
す
る
と
同
時
に
、
そ
の

確
定
所
得
金
額
を
基
礎
に
し
て
計

算
し
た
税
額
と
給
与
、
配
当
な
ど

の
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

額
、
予
定
納
税
し
た
税
金
な
ど
の

総
額
を
比
較
し
、
税
金
の
過
不
足

を
精
算
す
る
も
の
で
す
。

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
給
与

以
外
に
収
入
を
得
て
い
る
人
は
、

平
成
１７
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１

日
ま
で
に
得
た
所
得
を
計
算
し
、

そ
の
所
得
に
対
す
る
所
得
税
額
を

自
分
で
計
算
し
て
、
２
月
１６
日
か

ら
３
月
１５
日
ま
で
に
申
告
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
は
、
「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
な
ど

を
参
考
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w

.nta.go.jp

）

に
も
簡
単
に
申
告
書
が
作
成
で
き

る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
得
税

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

■
給
与
所
得
で
は
な
い
人

所
得
の
合
計
額
が
、
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人
は
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

�
事
業
（
農
業
、
商
業
、
工
業
、

漁
業
な
ど
）
所
得
の
あ
る
人

�
不
動
産
所
得
（
地
代
、
家
賃
な

ど
）
の
あ
る
人

�
そ
の
他
の
事
業
（
大
工
、
左
官
、

労
務
な
ど
）
所
得
の
あ
る
人

■
給
与
所
得
の
人

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
年

末
調
整
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
次
の
よ
う
な
人
は
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

�
給
与
の
年
収
が
２
千
万
を
超
え

る
人

�
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以

外
の
所
得
の
合
計
が
２０
万
円
を

超
え
る
人

�
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
場
合
は
、
年
末
調
整
さ

れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
と
�

と
の
合
計
金
額
が
２０
万
円
を
超

え
る
人

広報うんぜん●
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…………………………………………………………………………

昨
年
と
こ
こ
が
違
い
ま
す

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

◎
社
会
保
険
料
控
除

（
控
除
証
明
書
添
付
）

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
に

は
、
確
定
申
告
の
際
に
、
支
払
っ

た
旨
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
人
に
は
、
平
成
１７
年
１０
月
ご

ろ
に
社
会
保
険
庁
か
ら
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
老
年
者
控
除
廃
止

本
人
の
年
齢
や
所
得
金
額
に
か

か
わ
ら
ず
、
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

◎
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

（
計
算
方
法
変
更
）

年
齢
６５
歳
以
上
（
昭
和
１６
年
１

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人
の
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
計
算

方
法
が
か
わ
り
ま
し
た
。

計
算
方
法
は
、「
所
得
税
の
確
定

申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を
参
照
く

だ
さ
い
。

◎
青
色
申
告
特
別
控
除

（
控
除
額
変
更
）

●
複
式
簿
記
に
よ
る
特
別
控
除
の

金
額
が
５５
万
円
か
ら
６５
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
簡
易
帳
簿
に
よ
る
４５
万
円
の
特

別
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

※
１０
万
円
の
特
別
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す

◎
所
得
税
寄
付
金
控
除

（
限
度
額
変
更
）

所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
限
度

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

改
正
前

そ
の
年
中
に
支
出
し
た
特
定
寄

付
金
の
合
計
額
（
総
所
得
の
２５

％
相
当
額
が
限
度
）

↓

改
正
後

そ
の
年
中
に
支
出
し
た
特
定
寄

付
金
の
合
計
額
（
総
所
得
の
３０

％
相
当
額
が
限
度
）

◎
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

（
対
象
要
件
緩
和
）

地
震
に
対
す
る
安
全
上
必
要
な

構
造
方
法
に
関
す
る
技
術
的
基
準

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
適

合
す
る
一
定
の
中
古
住
宅
に
つ
い

て
は
、
建
築
後
の
経
過
年
数
に
か

か
わ
ら
ず
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

申告に必要なもの
申告には次のものが必要です。必ず持参し

てください。

●申告書（送付している人のみ）※３枚複写

●印かん

●支払った保険料の証明書（生命保険料な

どの控除を受ける人のみ）

●支払った医療費の領収書と保険などで補

てんされる金額の明細書（医療費控除を

受ける人のみ）

●障害者手帳（障害者控除を受ける人のみ）

●診断書（常に就床を要し、複雑な介護を

要する人のみ）

●障害者控除対象者認定書（年齢６５歳以上

の人で、その障害の程度について市町村

長などの認定を受けている人のみ）※障

害者控除の認定にあたっては、介護保険

法に基づく要介護度も判断することとし

ています

●家屋の登記簿謄本や工事請負契約書など、

床面積や取得年月日が確認できる書類お

よび住宅金融公庫や民間金融機関などが

交付する住宅ローンの借入金年末残高証

明書と住民票（床面積が５０平方メートル

以上の住宅を新築または購入もしくは増

改築した人で、返済期間が１０年以上の住

宅ローンを利用している人が受けられる

「住宅借入金等特別控除」を受ける場合

のみ）

●還付金の振り込み先口座番号の分かるも

の（還付申告の場合のみで、還付を受け

る本人名義の口座に限ります）

●平成１７年中の収入、支出の明細書や領収

書

申 告 相 談

対 象 者

国見町居住者

瑞穂町居住者

吾妻町居住者

愛野町居住者

千々石町居住者

小浜町居住者

雲仙地区居住者

南串山町居住者

● お気軽にお越しください ●

会 場

国見総合支所 別館２階会議室

瑞穂総合支所 ２ 階 会 議 室

ふるさと会館 ２階研修室１

愛野町公民館 １ 階 会 議 室

千々石総合支所 ３階大会議室

小浜総合支所 ２ 階 会 議 室

雲仙やまびこ会館（３月６日のみ）

南串山総合支所 別館１階会議室

受付／２月１６日�～３月１５日�
午前９時～午後４時
（土・日・祝日除く）

●広報うんぜん
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高
血
圧�高

血
糖�

高
脂
血�

肥　　満�
こ
の
氷
山
全
体
が�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム�

不
適
切
な
食
生
活
、
運
動
不
足
、

喫
煙
な
ど
が
原
因
で
引
き
起
こ

こ
う
そ
く

さ
れ
る
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
私
た
ち
の
生
命

や
生
活
を
脅
か
す
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

生
活
習
慣
病
で
あ
る
高
血
圧
症
や
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
は
内
臓
に
蓄
積
さ
れ

た
脂
肪
（
内
臓
脂
肪
）
が
原
因
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
健
康
診
断

な
ど
で
「
血
糖
値
が
ち
ょ
っ
と
高
め
」

「
血
圧
が
や
や
高
め
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
も
、
あ
な

た
が
太
り
気
味
な
ら
要
注
意
！

ご
存
知
で
す
か

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
、「
肥
満
症
」

「
糖
尿
病
」「
高
血
圧
」「
高
脂
血
症
」
と

い
っ
た
生
活
習
慣
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
複
数
併
せ
持
っ
た
状
態
を
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気

は
お
互
い
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
発

生
し
て
お
り
、
多
数
合
併
す
る
ほ
ど
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
梗
塞
、
心
筋

梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
患
は
個
々
の
原
因
で
発

生
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
肥
満
、
特
に

内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
肥
満
が
犯
人

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

あ
な
た
は
い
く
つ
当
て
は
ま
り

ま
す
か
？

□
明
ら
か
に
太
っ
て
い
る

□
食
べ
る
の
が
速
い

□
あ
ぶ
ら
っ
こ
い
料
理
が
好
き

□
塩
辛
い
も
の
を
よ
く
食
べ
る

□
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い

□
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い

□
す
ぐ
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る

□
間
食
や
夜
食
が
多
い

□
ほ
と
ん
ど
運
動
を
し
て
い
な
い

□
毎
日
の
生
活
が
不
規
則

１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
人
は
要
注

意
。
３
つ
以
上
の
人
、
生
活
習
慣

病
は
も
う
目
前
で
す
。

血液ドロドロ

高脂血症
高脂血症とは、血液中に含まれ

る脂肪分（コレステロールや中性
脂肪など）が高い状態をいいます。
脂肪は、私たちの体に必要不可

欠な栄養素ですが、必要以上にと
り過ぎると血液中に脂肪分が増え、
血液がドロドロに。その結果、血
管の壁に脂肪分が沈着して動脈硬
化を招き、心臓病や脳卒中などさ
まざまな重大な病気へとつながっ
ていきます。

日ごろのチェックが重要

高血圧
高血圧とは、心臓から全身に向
かって送り出された血液が、血管
を流れるときに血管の内壁にかけ
る「圧力」の高い状態をいいます。
血圧が高い状態が続くと、血管
がもろくなったり動脈硬化の進行
が早まって、脳卒中や、虚血性心
疾患、腎硬化症発症のリスクを高
めます。
また、心不全を起こしやすくな
ります。

予備軍急増中！

糖尿病
糖尿病とは、すい臓でつくられ
るインスリンというホルモンの分
泌や働きが悪くなって（インスリ
ン抵抗性）、血液中のブドウ糖の
量（血糖値）が過剰に増加する病
気です。
高血糖の状態が続くと、全身の
血管や神経が冒されて、さまざま
な合併症を引き起こします。

血圧、血糖値、血中脂質は

『ちょっと高め』が危ない
あなたは大丈夫ですか？

２月１日～７日は生活習慣病予防週間です

広報うんぜん●
平成１８年２月6



腹囲（おへその高さではかる）が�
男性なら85cm以上�
女性なら90cm以上ある。�
�

いいえ�

はい�

次のうち、2つ以上当てはまる項目がある。�

いいえ�はい�

チェック！�
あなたはメタボリックシンドローム？�

肥満�
チェック�

メタボリックシンドロームの可能性は低い。しかし、
もしもＢＭＩ〔体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）〕
＝25を超えている場合は減量が必要です。�

メタボリックシンドロームではありません
が、ＢＭＩ22の適正体重〔身長（ｍ）×身
長（ｍ）×22〕をめざしましょう。�

中性脂肪値150mg/dl以上、または�
ＨＤＬコレステロール値40mg/dl未満�

「血清脂質」�
チェック�

収縮期（最大）血圧130mgHg以上、�
または拡張期（最小）血圧85mg以上�

「血圧」�
チェック�

空腹時血糖値110mb/dl以上�
「血糖」�
チェック�

あなたはメタボリック�
シンドロームです！�

ま
ず
は
「
肥
満
」
チ
ェ
ッ
ク

日
本
国
内
で
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
に
な
る
人
の
数
は
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３０
代
以
上
の
男
性
に
肥
満
が
増
え
て
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
当
て
は
ま
る
人
は
非
常
に
多
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
ど
う
か
知
る
た
め
に
は
、
４
つ
の
危
険
因

子
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
肥
満
は
必
須
項
目
で
す
。
そ
れ
以
外
に

２
つ
以
上
当
て
は
ま
る
こ
と
が
診
断
の
条
件
で
す
。

「健康日本２１」の生活習慣病の改善の目標

【体重】 適正体重の維持 ＢＭＩ＜２５
ＢＭＩ＝体重（�）÷身長（�）÷身長（�）

【運動習慣の徹底】
日常生活における歩数 男性 ９，２００歩以上／日

女性 ８，３００歩以上／日
【運動の習慣化】 １回３０分以上の運動を週２回以上
【食生活の改善・食育の推進】
脂肪によるエネギルー摂取

２５％以下（２０～４０歳代）
食塩摂取量の減少 １０�未満／日
野菜の摂取量の増加 ３５０�以上／日

※BMI＝Body Mass Index 体格指数の略

健診は健康のバロメータ

自分の健康状態を常に把握し、

日ごろの生活習慣を見直し、

健康づくりに積極的に

取り組むことが大切です！

雲仙市 福祉事務所

健康づくり課 健康づくり班

TEL 0957－36－2500

生活習慣の改善目標
発症・重症予防の基本は、個人の生活習慣改善から
１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ

●広報うんぜん
平成１８年２月7



詳しくは、長崎県統計課�
ホームページで公表されています�

平成17年国勢調査へのご協力�
ありがとうございました�

http://www.pref.nagasaki.jp/�
toukei/press/h17kokuchou_�
sokuhou/index.htm

人

事

異

動

平
成
１８
年
度
の
一
般
事
務
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
市
役
所

本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
の
事
務

量
や
勤
務
様
態
に
応
じ
て
、
い
つ

で
も
雇
用
で
き
る
よ
う
に
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
て
お
き
ま
す
。

採
用
は
、
仕
事
の
繁
忙
度
合
な

ど
に
応
じ
て
、
各
課
な
ど
で
臨
時

職
員
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
行

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
仕
事
量

の
関
係
で
採
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
１７
年
度
に
登

録
さ
れ
た
人
も
再
度
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

勤
務
条
件

�
勤
務
時
間

原
則
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（
土
日
、
祝
日
は

休
み
）

�
雇
用
期
間

原
則
、
２
カ
月
を

限
度

�
賃
金

時
給
６
５
０
円

�
社
会
保
険

原
則
、健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
な
し（
採

用
期
間
が
２
カ
月
を
超
え
る
場

合
に
限
り
、
あ
り
ま
す
）

業
務
内
容

パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
事
務
補
助

的
な
も
の

応
募
資
格

�
雲
仙
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
�
満
１８
歳
以
上
の
人

�
年
間
６
カ
月
程
度
勤
務
の
可
能

な
人

申
込
方
法

本
庁
人
事
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
管
理
課
に
備
え
付
け
の
「
臨
時

職
員
登
録
申
込
書
」
に
写
真
を
貼

り
、
必
要
事
項
を
自
筆
で
記
入
の

う
え
、
本
庁
人
事
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
管
理
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間

２
月
１
日
�
〜
３
月
１０
日
�

問
い
合
わ
せ

●
人
事
課

人
事
給
与
班

平
成
１７
年
１２
月
３１
日
付
け
で
、
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（

）
は
前
所
属

退

職

草

野

智

子

（
千
々
石
総
合
支
所

管
理
課
）

国
勢
調
査
速
報
値
公
表

平
成
１７
年
国
勢
調
査
総
務
省
発

表
速
報
値
（
１２
月
２７
日
公
表
）
に

よ
る
雲
仙
市
の
人
口
・
世
帯
数
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合
併
前
の
平
成
１７
年
１０
月
１
日

が
調
査
基
準
日
で
あ
っ
た
た
め
、

旧
町
単
位
に
お
い
て
の
数
値
で
公

表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雲
仙
市
の
人
口
・
世
帯
数
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

●
企
画
課

広
報
統
計
班

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

■平成１７年国勢調査速報値

平成１８年１０月に確定値公表予定

平成１７年国勢調査 雲仙市臨時職員募集

人 事 課企 画 課

世 帯

１５，７９４

３，４０９

１，７５３

２，１７２

１，５７２

１，７２６

３，９１０

１，２５２

人 口

４９，９９２

１１，１５０

５，７７４

７，３３０

５，１９０

５，４５６

１０，６２１

４，４７１

雲 仙 市

国 見 町

瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町

千々石町

小 浜 町

南串山町

広報うんぜん●
平成１８年２月8
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保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
は
、
２０
歳
か
ら
６０
歳

ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
６０
歳
ま
で
保
険
料

を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
６５
歳
か
ら
受
給
で

き
る
老
齢
基
礎
年
金
は
、
被
保
険

者
期
間
の
う
ち
２５
年
以
上
保
険
料

を
納
め
た
（
厚
生
年
金
な
ど
に
加

入
し
て
い
た
期
間
や
国
民
年
金
の

保
険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

た
期
間
も
含
む
）
人
が
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
２５
年
納
め
た
だ
け
で

は
、
受
給
で
き
る
年
金
額
は
少
な

く
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
で
き
る
の
は
、
４０
年
間
納
付
し

た
場
合
で
す
。

万
一
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
が
あ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
２５
年
に
満
た
な
い
と
、
そ

れ
ま
で
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険

料
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
勤
め
て
い
た
時
代
に
払
っ

て
い
た
厚
生
年
金
の
保
険
料
も
無

駄
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
ず
、
免

除
を
受
け
て
い
な
い
状
態
が
一
定

期
間
続
く
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

を
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

★
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

人
は
…
…

学
生
や
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人

は
、
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
か
ず
、

免
除
（
特
例
）
制
度
や
猶
予
制
度

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
保
険
料
免
除
制
度

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

で
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
人
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

以
下
の
人
は
、
申
請
に
よ
っ
て
在

学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

２０
歳
代
の
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申

請
に
よ
っ
て
月
々
の
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
は

一
人
一
つ
で
す

基
礎
年
金
番
号
は
、
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
、
現
在
年
金

を
受
け
て
い
る
人
の
年
金
加
入
記

録
な
ど
を
一
元
的
に
管
理
す
る
た

め
に
導
入
さ
れ
た
全
制
度
共
通
の

も
の
で
、
一
人
ひ
と
つ
の
番
号
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
を
見
る
と
、
国

民
年
金
の
２０
歳
適
用
時
に
基
礎
年

金
番
号
を
取
得
し
た
人
が
、
そ
の

後
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

に
、
再
び
基
礎
年
金
番
号
が
付
さ

れ
重
複
す
る
ケ
ー
ス
が
多
数
発
生

し
て
い
ま
す
。

２０
歳
適
用
時
に
受
け
取
ら
れ
た

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
、
そ

の
後
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
際
は
、

勤
め
る
事
業
所
に
年
金
手
帳
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

源
泉
徴
収
票
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
法
や
厚
生
年
金
保
険

法
な
ど
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る

公
的
年
金
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

法
の
規
定
上
「
雑
所
得
」
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
、
こ
の
う
ち
老
齢
ま

た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
公
的
年
金
な

ど
の
支
払
者
は
、
そ
の
年
に
お
い

て
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

の
支
払
い
を
受
け
た
受
給
者
の
全

員
に
毎
年
１
月
下
旬
に
「
源
泉
徴

収
票
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
源

泉
徴
収
票
は
、
確
定
申
告
な
ど
を

す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
大
切
な

も
の
で
す
。

万
が
一
紛
失
し
た
り
、
手
元
に

届
か
な
か
っ
た
場
合
や
、
源
泉
徴

収
票
を
他
の
目
的
で
使
用
し
、
さ

ら
に
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

申
請
が
あ
れ
ば
再
交
付
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●「
ね
ん
き
ん
」
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
（
０
７
）
１
１
６
５

●
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

�
０
９
５
７
（
２
５
）
１
６
６
１

年金だより

問い合わせ
●市役所 0957（38）3111
�国見総合支所 78ー2111�小浜総合支所 74－2111
�瑞穂総合支所 77ー2111�南串山総合支所 88－3111
�愛野総合支所 36－2111 �雲仙出張所 73－3445
�千々石総合支所 37－2001

保険年金課

●広報うんぜん
平成１８年２月9



★
児
童
手
当

１８
歳
未
満
の
児
童
の
う
ち
９
歳

到
達
後
、
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で

の
間
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得
制
限
あ

り
）

支
給
額

●
第
一
子
お
よ
び
第
二
子

月
額

５
千
円

●
第
三
子
以
降

月
額

１
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
健
康
保
険
証
（
請
求
者
の

も
の
）、
預
金
通
帳
、
基
礎
年
金

番
号
な
ど

★
児
童
扶
養
手
当

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
１８
歳
未
満
の
児
童
、
ま
た
は
２０

歳
未
満
の
心
身
に
障
害
が
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得

制
限
あ
り
）

支
給
額

●
全
額
支
給
子
１
人

月
額

４
万
１
千
８
８
０
円

●
一
部
支
給
子
１
人

月
額

４
万
１
千
８
７
０
〜

９
千
８
０
０
円

●
子
２
人
目
加
算

月
額

５
千
円

●
３
人
目
以
降
（
１
人
に
つ
き
）

月
額

３
千
円

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
謄
本
、

預
金
通
帳

な
ど

★
特
別
児
童
扶
養
手
当

日
常
生
活
で
親
な
ど
の
助
け
を

い
つ
も
必
要
と
す
る
２０
歳
未
満
の

心
身
障
害
児
を
持
つ
父
母
、
ま
た

は
養
育
者
に
障
害
の
程
度
に
応
じ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得
制
限
あ

り
）

支
給
額

●
１
級
障
害

月
額

５
万
９
０
０
円

●
２
級
障
害

月
額

３
万
３
千
９
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
診
断
書
、
戸
籍
謄
本
、
住

民
票
謄
本

な
ど

★
母
子
福
祉
資
金
・
寡
婦
福
祉
資
金

母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
家
庭
の

経
済
的
自
立
を
助
け
、
扶
養
さ
れ

て
い
る
児
童
や
子
ど
も
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
修
学
資
金
や

技
能
取
得
資
金
、
生
活
資
金
や
住

宅
資
金
な
ど
を
低
利
で
貸
与
し
て

い
ま
す
。

★
家
庭
児
童
相
談
室

福
祉
事
務
所
内
に
あ
り
、
関
係

機
関
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び

と
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
相
談
や

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所

福
祉
課

児
童

家
庭
班

雲
仙
市
臨
時
職
員
募
集

（
健
康
づ
く
り
事
業
専
門
）

平
成
１８
年
度
の
健
康
づ
く
り
事

業
に
従
事
す
る
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

採
用
は
、
臨
時
職
員
と
し
て
登

録
さ
れ
た
人
か
ら
必
要
に
応
じ
行

い
ま
す
。

職
種
・
賃
金

●
栄
養
士

７
千
６
０
０
円
／
日

●
看
護
師

７
千
２
０
０
円
／
日

●
助
産
師

４
千
６
０
０
円
／
回

●
保
健
師

８
千
円
／
日

●
保
育
士

７
千
２
０
０
円
／
日

●
歯
科
衛
生
士

４
千
６
０
０
円
／
回

申
込
期
間

２
月
１
日
〜
３
月
１０
日

申
込
方
法

「
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
」
に
写

真
を
貼
り
、
取
得
し
て
い
る
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
、
本
庁
人
事

課
ま
た
は
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く

り
課
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

健
康
福
祉
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

●
人
事
課

人
事
給
与
班

●
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
課

健
康
づ
く
り
班

●
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課

家
庭
看
護
教
室
開
催

け
が
や
急
病
の
と
き
の
応
急
処

置
や
寝
た
き
り
の
看
護
に
関
す
る

講
義
と
実
習
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

３
月
５
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限

２
月
２８
日
�

内
容

講
師：

日
本
赤
十
字
社

長
崎
県
支
部

講
師

�
高
齢
者
の
健
康
管
理

�
高
齢
者
の
看
護
（
高
齢
者
の
心

と
体
）

�
高
齢
者
の
看
護
（
寝
た
き
り
の

介
護
）

共
催

長
崎
県
看
護
協
会
県
央
ブ
ロ
ッ
ク

小
浜
支
部

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
課

健
康
づ
く
り
班

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

子育て支援の
手当・資金・相談室

健康づくり課からの
募集・お知らせ

福祉事務所 福祉事務所

広報うんぜん●
平成１８年２月10



奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

県
お
よ
び
国
の
将
来
を
創
造
す

る
人
材
の
一
助
と
し
て
、
向
学
心

に
燃
え
、
優
れ
た
資
質
を
持
ち
な

が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て

修
学
が
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
貸

与
し
、
進
学
援
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
�
〜
�
の
学
校
の
新
入
学

生
で
、
奨
学
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
人
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
保
護

者
が
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人

�
大
学
生
（
大
学
院
）

�
短
大
生
（
高
専
）

�
専
修
生
（
高
卒
）

募
集
期
間

２
月
２７
日
〜
４
月
２８
日

応
募
方
法

所
属
の
学
校
長
な
ど
を
経
て
願
書

に
関
係
書
類
を
添
付
し
、
財
団
の

理
事
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
の
貸
与
月
額

�
大
学
生
・
短
大
生

４
万
６
千
５
０
０
円

�
専
修
生

４
万
１
千
円

奨
学
金
の
返
還

貸
与
の
終
了
か
ら
６
カ
月
を
経
過

し
た
後
、
貸
与
期
間
が
２
年
以
内

の
人
は
５
年
以
内
に
、
そ
れ
以
外

の
人
は
１０
年
以
内
に
返
還
。
利
息

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

●
財
団
法
人

岡
田
甲
子
男
記
念

奨
学
財
団

佐
世
保
市
栄
町
７－

３

ア
リ
ア
ケ
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ル

�
０
９
５
６
（
２
４
）
０
０
１
１

●
教
育
委
員
会

総
務
課

企
画

調
整
班

※
雲
仙
市
奨
学
生
の
募
集
は
広
報

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

雲
仙
市
神
代
小
路
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

期
日

３
月
４
日
�

●
ま
ち
な
み
散
策

時
間

午
前
１０
時
〜
１１
時
４０
分

会
場

神
代
小
路
保
存
地
区

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
基
調
講
演
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

時
間

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

国
見
町
文
化
会
館

※
参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で

す
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

●
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

農
用
地
区
域
か
ら
の
転
用
を

ご
検
討
の
皆
さ
ま
へ

広
報
う
ん
ぜ
ん
１
月
号
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
農
振
農
用

地
区
域
か
ら
の
随
時
変
更
申
請

（
除
外
申
請
）
が
、
平
成
１８
年
２

月
末
を
も
っ
て
受
け
付
け
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

現
在
農
用
地
区
域
内
に
あ
る
農

地
を
宅
地
な
ど
に
転
用
す
る
計
画

を
お
持
ち
の
方
は
、
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
再
び
随
時
変
更
の
受
け

付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

雲
仙
市
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
作
成
し
、
県
の
同
意
を
受
け

た
日
か
ら
１
年
後
（
平
成
２０
年
ご

ろ
を
予
定
）
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
産
業
企
画
課

企
画
調
整
班

●
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課

奨学生募集・シンポジウム
開催のお知らせご注意ください！

産業企画課 教育委員会

問い合わせ
●市 役 所 0957（38）3111
●教育委員会 0957（37）3113
●福祉事務所 0957（36）2500
�国見総合支所 78ー2111
�瑞穂総合支所 77ー2111
�愛野総合支所 36－2111
�千々石総合支所 37－2001
�小浜総合支所 74－2111
�南串山総合支所 88－3111
�雲仙出張所 73－3445

●広報うんぜん
平成１８年２月11
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…

市
で
は
、
対
象
者
に
「
は
り
、

灸
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
受
給
者

証
」
や
「
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者

（
児
）
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」
を
次

の
と
お
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所

福
祉
課

●
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課

★
は
り
、
灸
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
受
給
者
証
交
付

対
象
者

市
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て
い

る
人

助
成
額

施
術
１
回
に
つ
き
８
０
０
円

※
回
数
制
限
あ
り

申
請
方
法

印
鑑
を
持
参
し
、
住
所
地
の
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
（
愛
野
町
在

住
者
に
つ
い
て
は
福
祉
事
務
所
福

祉
課
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
施
術
の
際
は
、
受
給
者
証
と
印

鑑
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
持

参
く
だ
さ
い

★
高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
（
児
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付

対
象
者

市
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
す
る
人

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

�
７０
歳
以
上
の
人

�
身
体
障
害

者
手
帳
１
〜
３
級
所
持
者

�
療

育
手
帳
所
持
者

�
精
神
障
害
者

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

福祉課からのお知らせ

福祉事務所

指定する施術の範囲

はり、灸

あん摩

あん摩

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、灸、あん摩

はり、灸、あん摩

はり、灸、あん摩

はり、灸、あん摩

はり、灸

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、灸、あん摩マッサージ指圧

はり、あん摩、マッサージ

はり、灸

はり、マッサージ

はり、マッサージ

あん摩マッサージ指圧

あん摩

電 話

０９５７－７８－２０３５

０９５７－７８－０６４３

０９５７－７８－０９５３

０９５７－７８－５７５７

０９５７－７８－３１２０

０９５７－７７－３１４７

０９５７－７７－２１５８

０９５７－７７－２７５７

０９５７－７７－４１７１

０９５７－３８－３０５７

０９５７－３８－３３１９

０９５７－３８－６４６７

０９５７－３８－２８８０

０９５７－３８－２６５３

０９５７－３８－２２１０

０９５７－３６－０６０８

０９５７－３６－１００３

０９５７－７４－５２９４

０９５７－７５－０３４８

０９５７－７３－３５７６

０９５７－７３－３４４６

０９５７－７５－０３５３

０９５７－８８－２１１１

施術機関名

小田鍼灸院

島田治療院

あさの接骨院

くにみ治療院

島田鍼灸マッサージ院

みずほ鍼灸院

中山鍼灸院

米田鍼灸院

平川鍼灸・整骨院

東はり灸院

林鍼灸院

松浦治療院

朝永鍼灸院

吾妻治療院

穴井鍼灸院

堂口治療院

石垣治療院

平野鍼灸院

中村鍼灸院

観光マッサージ医院

九州鍼灸マッサージ

小浜マッサージ

井上初市

町 名

国 見 町

瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町

小 浜 町

南串山町

■はり、灸、あん摩マッサージ施術者指定一覧表

広報うんぜん●
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保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

助
成
額

●
高
齢
者
、
障
害
者

タ
ク
シ
ー
券
１
枚
に
つ
き
、料
金

の
３
割
以
内（
５
０
０
円
を
上
限
）

●
重
度
障
害
者

タ
ク
シ
ー
券
１
枚
に
つ
き

５
０
０
円

※
枚
数
制
限
あ
り

申
請
方
法

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
免
許

証
、
保
険
証
、
老
人
手
帳
な
ど
）、

印
鑑
、
障
害
者
手
帳
を
持
参
し
、

福
祉
事
務
所
福
祉
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い

合
併
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
旧
町

に
ま
た
が
っ
て
課
税
さ
れ
て
い
た

税
が
、
平
成
１８
年
度
か
ら
統
一
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
税
の
納
付
方
法

が
窓
口
払
い
や
口
座
振
替
な
ど
異

な
る
場
合
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
に

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
の
方
は
期
限
ま
で
に
手

続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
者

税
務
課
か
ら
通
知
が
届
い
た
人
お

よ
び
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人

手
続
き
の
場
所

本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

管
理
課
窓
口

手
続
き
の
期
間

２
月
１
日
〜
３
月
３１
日

（
例：

Ａ
さ
ん
の
場
合
）

今
ま
で

Ａ
さ
ん
は
国
見
町
と
愛
野
町
、

小
浜
町
に
そ
れ
ぞ
れ
土
地
を
所
有

し
て
い
る
。

こ
の
土
地
の
固
定
資
産
税
の
納

付
を
旧
町
で
は
、

●
国
見
町
で
は
農
協
口
座

●
愛
野
町
で
は
銀
行
口
座

●
小
浜
町
で
は
窓
口
払
い

で
行
っ
て
い
た
。

平
成
１８
年
４
月
か
ら

Ａ
さ
ん
は
、
農
協
口
座
・
銀
行

口
座
・
窓
口
払
い
の
い
ず
れ
か
１

つ
の
方
法
を
選
択
し
、
納
付
す
る

こ
と
に
な
る
。

問
い
合
わ
せ

●
税
務
課

管
理
納
税
班

●
各
総
合
支
所

管
理
課

税 務 課

納税方法統一のお願い

電話番号

０９５７－７８－３２４６

０９５７－７８－３７７７

０９５７－７７－３１６１

０９５７－３８－３２２１

０９５７－３６－００３９

０９５７－３７－２０２１

０９５７－７４－３１７７
０１２０－７４－３１７８

０９５７－７４－２６１９
０１２０－３７－２６１９

０９５７－７３－３２５１
０１２０－００－１４９９

０９５７－８８－２０３３

会社名

国見港湾観光タクシー

本多観光バス・タクシー
国 見 営 業 所

瑞 穂 タ ク シ ー

吾 妻 タ ク シ ー

前 田 タ ク シ ー

今 坂 タ ク シ ー

小浜温泉タクシー

小浜観光タクシー

第 一 交 通
雲 仙 営 業 所

南 串 タ ク シ ー

町 名

国 見 町

瑞 穂 町

吾 妻 町

愛 野 町

千々石町

小 浜 町

南串山町

問い合わせ
●市 役 所 0957（38）3111
●福祉事務所 0957（36）2500
�国見総合支所 78ー2111�小浜総合支所 74－2111
�瑞穂総合支所 77ー2111�南串山総合支所 88－3111
�愛野総合支所 36－2111 �雲仙出張所 73－3445
�千々石総合支所 37－2001

■タクシー券利用可能協力機関一覧表

●広報うんぜん
平成１８年２月13
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平
成
１８
年
度
か
ら
雲
仙
市
内
の

体
育
施
設
の
申
請
の
取
り
扱
い
、

使
用
料
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●
教
育
委
員
会
各
分
室

●
各
施
設

★
市
内
社
会
体
育
施
設
・
学
校
開

放
施
設

受
付
期
間

利
用
し
た
い
月
の
１
カ
月
前
の
１

日
〜
利
用
開
始
の
３
日
前

（
例
）４
月
１
日
に
利
用
し
た
い
場

合
は
、
３
月
１
日
か
ら
申
請
可
能

備
品
を
利
用
す
る
場
合
は
、
申

請
に
併
せ
て
備
品
利
用
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
す
が
、

利
用
料
の
還
付
は
で
き
ま
せ
ん

受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
吾
妻
体
育
館
は
休
館
日
（
毎
週

月
曜
日
、
年
末
年
始
）
を
除
く

受
付
場
所

●
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●
教
育
委
員
会
各
分
室

●
吾
妻
体
育
館

�
０
９
５
７
（
３
８
）
３
１
０
０

使
用
料

左
表
の
と
お
り

★
国
見
総
合
運
動
公
園

（
遊
学
の
里
く
に
み
）

受
付
期
間

利
用
し
た
い
月
の
３
カ
月
前
〜
利

用
開
始
前

（
例
）５
月
１
日
に
利
用
し
た
い
場

合
は
、
２
月
１
日
か
ら
申
請
可
能

備
品
を
利
用
す
る
場
合
は
、
申

請
に
併
せ
て
備
品
利
用
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

受
付
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

※
休
館
日（
毎
週
火
曜
日
、
年
末

年
始
）を
除
く

受
付
場
所

遊
学
の
里
く
に
み

�
０
９
５
７
（
７
８
）
３
３
４
４

使
用
料

下
表
の
と
お
り

★
み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
体
育

施
設

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
ふ
れ
あ
い
広
場

※
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
（
利
用
期
間

は
毎
年
５
月
１
日
〜
１０
月
３１
日

で
、
期
間
中
は
毎
日
受
け
付
け

て
い
ま
す
）

受
付
期
間

利
用
し
た
い
月
の
１
カ
月
前
〜
利

用
開
始
３
日
前

受
付
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
１０
時

受
付
場
所

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
施
設
管

理
協
会

�
０
９
５
７
（
７
７
）
４
１
１
１

※
使
用
料
は
３
月
号
で
掲
載

※今回は、１８年度変更分のみを
掲載しています。
他の市内体育施設については、
３月号で掲載します。I

N
F

O
R

M
A

T
I

O
N

体育施設の使用申請・
使用料（１８年度変更分）

教育委員会

使 用 料

市内の人 無料
市外の人 ３００円／１時間

市内の人 １５０円／３０分（１コート）
市外の人 ３００円／３０分（１コート）

第２グランド 野 球 ９３０円／３０分
ソフトボール ５２０円／３０分（１コート）

テニスコート 市内の人 ２００円／３０分（１コート）
市外の人 ４００円／３０分（１コート）
※利用時間は、点灯から消灯まで

市内の人 １，０００円／１時間
市外の人 ２，０００円／１時間

市内の人 無料
市外の人 １００円／１時間（１コート）

施設区分

第 １ グ ラ ン ド
第 ２ グ ラ ン ド

テ ニ ス コ ー ト

夜 間 照 明 施 設

多 目 的 芝 生 広 場
（ティフトン仕様分）

ゲ ー ト ボ ー ル 場

■国見総合運動公園（遊学の里くにみ） 使用料一覧

※
１

別
途
使
用
料
の
減
額
、
ま
た
は
免
除
の
規
定
が
あ
り
ま
す

広報うんぜん●
平成１８年２月14
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備考

愛野運動公園グラウンド野球場

上記以外

千々石中学校庭球コート

バレー２面以上の広さ

バレー１面分の広さ

バレー１面分の広さ

吾妻体育館のみ

吾妻体育館のみで、利用は
高校生以上

照明使用料

２，０００円／時間

７００円／時間

７００円／時間

７００円／時間

４００円／時間

２００円／時間

――円／時間

１００円／時間

１００円／時間

利用形態により徴収する

�全面照明のとき
（バレー２面以上の広さ）

４００円／時間

�半面照明のとき
（バレー１面分の広さ）

２００円／時間

�１／４面照明のとき
１００円／時間

※吾妻体育館全灯照明は
各料金の３倍

１００円／時間（空調）

使用料

３００円／時間

３００円／時間

３００円／時間

３００円／時間

３００円／時間

２００円／時間

２００円／時間

１００円／時間

１００円／時間

５００円／時間

４００円／時間

２００円／時間

３００円／時間

３００円／時間

２００円／時間

１００円／時間

３００円／時間

１００円／時間

１００円／時間

１００円／時間

５０円／２時間

５００円／１１枚綴り一冊

１００円／２時間

１０００円／１１枚綴り一冊

５００円／一式

１００円／台

１００円／時間

２００円／時間

５００円／時間

利用競技又は形態

野 球 �

野 球 �

ソ フ ト ボ ー ル

サッカー・ラグビー

テニス（人工芝）

テニス（クレー）

ゲ ー ト ボ ー ル

弓 道

相 撲

全 面

全 面

半 面

バ レ ー ボ ー ル

バスケットボール

バ ド ミ ン ト ン 、
ソ フ ト バ レ ー

卓 球

フ ッ ト サ ル

剣 道

柔 道

空 手

ラ ン ニ ン グ
（ 吾 妻 体 育 館 ）

ト レ ー ニ ン グ
（ 吾 妻 体 育 館 ）

放 送 設 備

持 込 電 源

会 議 室

ス テ ー ジ 照 明

芝生広場（占有）

屋
外
施
設

屋
内
施
設

そ
の
他

問い合わせ
●教育委員会 0957（37）3113
�国 見 分 室 78－1100 �愛 野 分 室 36－0616
�瑞 穂 分 室 77－2125 �小 浜 分 室 74－2111
�吾 妻 分 室 38－3108 �南串山分室 88－3114

※１ 使用料及び照明使用料は、それぞれ各１面ごとの料金であり、使

用料に器具・備品を含みます

２ 全面・半面の区分はグラウンド、フロアーのみの利用となります

３ 学校開放体育施設を利用する場合も上の表と同様です

４ 入場料を徴収する大会などについては、５倍の料金（使用料・照

明使用料等）となります

５ 別途使用料の減額、または免除の規定があります

■市内社会体育施設・学校開放施設 使用料一覧

●広報うんぜん
平成１８年２月15
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尊
敬
す
る
人
は

小
嶺
監
督

―
―
入
団
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
よ
い
よ
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
し
て
２
０
０
６
年
シ
ー
ズ
ン

か
ら
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
す
が
、
ま

ず
は
現
在
の
目
標
（
入
団
後
の
目

標
）
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

プ
ロ
選
手
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
見
る

人
た
ち
に
感
動
や
勇
気
を
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
り

た
い
で
す
。

―
―
国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
時
代

か
ら
現
在
ま
で
に
心
境
の
変
化
な

ど
何
か
あ
り
ま
し
た
か
？

高
校
時
代
に
プ
ロ
へ
の
夢
を
持

ち
ま
し
た
。
大
学
で
の
様
々
な
経

験
を
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
に
生
か
し
た

い
で
す
。

―
―
尊
敬
す
る
人
、
選
手
を
教
え

て
く
だ
さ
い

た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
高
校
時

代
の
小
嶺
監
督
で
す
。
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
「
人

間
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
な
ど
、

本
当
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
大
学
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

色
ん
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
多
く
の

方
々
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
自
己
管
理

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
何
か

普
段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

別
に
コ
レ
と
い
っ
て
あ
り
ま
せ

ん
。
普
通
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

―
―
久
々
に
地
元
に
帰
っ
て
き
た

感
想
は
？

ち
ょ
う
ど
１
年
ぶ
り
ぐ
ら
い
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。「
地
元
だ
な

〜
」
っ
て
感
じ
で
す
（
笑
）

―
―
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
、
ズ
バ
リ
期

待
と
不
安
ど
ち
ら
が
大
き
い
？

期
待
で
す
。
Ｆ
Ｃ
東
京
は
、
大

学
か
ら
も
近
く
、
い
ろ
ん
な
意
味

で
安
心
感
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

―
―
最
後
に
、
雲
仙
市
民
・
フ
ァ

ン
の
方
々
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す

ま
だ
「
雲
仙
市
」
に
な
っ
た
と

い
う
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
方
々
み
ん
な
で
応
援
し
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

競
争
が
激
し
い
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
い
う
立
場
に
あ
り

な
が
ら
、
驚
く
ほ
ど
マ
イ
ペ
ー
ス

な
徳
永
選
手
。
自
分
か
ら
多
く
を

語
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ゆ
っ
く
り
と
話
す
彼
の
目
は
大
き

く
光
り
輝
い
て
い
ま
し
た
。「
目

の
前
の
目
標
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ

ア
す
る
こ
と
」
周
り
に
左
右
さ
れ

な
い
強
い
精
神
力
と
自
分
を
信
じ

る
サ
ッ
カ
ー
へ
の
真
剣
な
気
持
ち

が
、
ど
ん
な
状
況
で
も
物
お
じ
し

な
い
彼
の
プ
レ
ー
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
次
代
の
日
本

サ
ッ
カ
ー
を
担
っ
て
い
く
で
あ
ろ

う
徳
永
選
手
。
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
で
き
そ
う
で
す
。

徳永悠平（とくなが ゆうへい）
昭和５８年９月２５日国見町生まれ。１７９�、
７４�。早稲田大学４年生。国見高校サッ
カー部出身で、高校３年時、全国高校サッ
カーで連覇達成。２００２年８月、初の学生強
化指定選手として認定を受け、学生であ
りながらＦＣ東京でのプレーを経験する。
２００３年ワールドユース日本代表、２００４年
アテネ五輪代表。

徳永選手のサイン入り色紙を抽選で２
人にプレゼントします。ハガキに住所、
氏名、電話番号、広報うんぜんへの感
想を明記の上、下記まで応募ください。
（２月２８日の消印まで有効）
※２枚のうち、１枚はサインのみとなります。

応募先：〒８５９‐１１０７雲仙市吾妻町牛口名７１４
雲仙市役所 企画課 広報統計班

「徳永選手色紙プレゼント」係

輝く

２００６年シーズンからプロデビュー（FC東京）

徳永 悠平選手
にインタビュー
今後の目標を「ワールドカップ出
場」と力強く書いてもらいました。

国見町
出 身

PRESENT

広報うんぜん●
平成１８年２月16



portsS
第８４回全国高校サッカー選手権大会が昨年１２月３０日から

今年１月９日まで開催され、国見高等学校サッカー部が長
崎県を代表して出場しました。高校サッカーの最高峰とし
て誇りあるこの選手権大会に国見高校が出場するのは、今
大会で２０年連続となります。
試合結果は、１月３日に３回戦で大阪府代表の大阪朝鮮

高校に０－１で惜敗。６年連続のベスト８入りを逃しまし
たが、最後まで諦めることなく、ピッチを駆け抜ける選手
の皆さんは、大きな感動を与えてくれました。

十八銀行旗第１６回長崎県少年サッカー新人大会が昨年１２

月３日と４日、１１日に長崎市で開催され、千々石ＳＳＣ

（千々石少年サッカークラブ）が見事初優勝しました。

この大会には、各地区の予選を勝ち抜いた１６チームが出

場。大会優秀選手にも、千々石ＳＳＣから３選手が選出さ

れました。

千々石ＳＳＣには未来のＪリーガーを目指す地元の小学

生約３０人が所属しており、今後の活躍が期待されます。

スポーツ

長崎県少年サッカー新人大会
千々石ＳＳＣが初優勝

全国高校サッカー選手権大会
国見高等学校２０年連続出場

写真：長崎新聞社提供

昨年１２月２０日に優勝報告に市役所を訪れた千々石SSCのメンバーと市長

開会式で選手宣誓をする中川翔平主将 写真：長崎新聞社提供

●広報うんぜん
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みずほ特産フェスティバル２００５が、１２月１８日にみずほ
すこやかランドふれあい広場で開催されました。
地元の青年農業者連絡協議会や漁協、商工会などでつ
くる実行委員会が主催するこのイベントでは、地元産の
イチゴや養殖カキなどが割安で販売され、待ちかまえた
来場客の両手はすぐにいっぱいに。このほか、瑞穂米の
無料配布や青年農業者による○×クイズなど、さまざま
な催しがあり、多くの家族連れなどで賑わいました。

おけ

世界的桶太鼓奏者の林田博幸さん率いる太鼓集団
「ZI－PANG」の公演が、１２月１８日に南串山町のハ
マユリックスホールで行われました。太鼓の見事な掛
け合いと、一糸乱れぬ演奏で観客を終始魅了しました。
前半は、吾妻和太鼓保存会「吾魂」も出演。熱の入っ
た演奏に会場から大きな拍手が送られました。
また、林田さんによる桶太鼓ワークショップも行わ

れ、地元高校生たちが参加。世界的奏者にじかに桶太
鼓を教わり、貴重な経験に満足していました。

毎年さまざまなゲストを迎えて開催される冬の恒例
イベント、もみの木コンサート～ピアンバと仲間たち
が贈る素敵な夜～が１２月１９日に瑞穂町公民館で開催さ
れました。
今年のゲストは、ピアノとマリンバのユニット
PIAMBA（ピアンバ）とNBCアナウンサーの寄川
淑仔さん、歌手の中村浩美さん。すばらしい演奏や読
み聞かせ、愉快なトークは、終始会場を和やかな雰囲
気で包み、観客のみなさんにとって、ちょっと早いク
リスマスプレゼントになりました。

長崎県郷土の芸術家公演

に響く演奏で観客を魅了心

もみの木コンサート

ストからの素敵な夜のプレゼントゲ

みずほ特産フェスティバル２００５

元の祭り、満足度１２０％！地

↓ピアンバの演奏をバックに寄川さんの読み聞かせが行われました

↑アイス・もちまきは来場者に大好評�

↑力強い太鼓の音が会場いっぱいに響きました

広報うんぜん●
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愛野小学校と愛野中学校による交流もちつき大会が、１２
月２日に愛野小学校のグラウンドで行われました。
小中学生が合同で田植えや稲刈りを行い、もちつき大会

で締めくくられるこの行事は、今年で２回目。うすときね
を使った慣れないもちつきに苦戦する小学生に、中学生が
優しくアドバイスしながらの楽しいひとときとなりました。
また、地元の老人クラブの皆さんの協力もあり、おいしい
おもちをほおぼることができました。

国の重要伝統的建造物群保存地区である神代小
せん

路地区のまちなみ（国見町）の生垣剪定が、１２月
１０日、南九州大学園芸学部造園学科（宮崎県）永
松義博教授の指導のもと行われました。永松教授
は、造園学の立場からまちなみの調査に参画して
おられ、この事業は今年で３回目。
剪定には同学科生徒と地元のまちなみ保存会員
が参加し、きれいになった生垣を前に、「地域固
有の伝統的なまちなみを市民みんなで守り伝えた
い」と力強く話されました。

吾妻町を拠点にキクの生産活動を行う島原雲仙農協特選
菊組合（吉田良一組合長）が、１月１２日、地元吾妻町の小
中学校にキクを贈呈しました。
同組合は、平成１７年度県農業賞の県知事賞を受賞。「受

賞は地域の皆さんのおかげ。恩返しをしたい」として、収
穫したばかりのキクを町内４校に計５５０本贈呈しました。
キクは各クラスや職員室に飾られ、生徒たちは「とてもき
れいです」とほほえみながら、白や黄色の美しいキクの花
を眺めていました。

１２月２５日～３０日の６日間、平成４年から続いて
いる「愛」のつく町の交流が北海道愛別町で行わ
れ、少年体験交流団として愛野中学校生徒１４人が
愛別町の中学生と、スキー体験やホームステイを
通じて親睦を深めました。
昨年８月の交流以来、約４ヵ月ぶりの再会を喜
ぶ団員たち。スキー体験では、愛別町の中学生か
らアドバイスを受け楽しんでいました。
北海道愛別町での雪の多さ、冬の生活、氷点下
の寒さを肌で感じたこの貴重な体験交流は、参加
者にとって大きな宝物となりました。

愛のまち交流

あふれる町の交流愛

せん

神代小路地区まちなみ生垣剪定事業

域のまちなみ保存を応援地

小中学校の交流もちつき大会開催

いしいおもちは愛の味お

島原雲仙農協特産菊生産組合 キク贈呈

しいキクと真心を贈呈美

せん

↓空き家の敷地内の生垣を剪定。美しいまちなみがよみがえりました

↓ぴっぷスキー場での記念撮影

↑優しい中学生に見守られながら、楽しくおもちをつきました

↑吾妻中学校には、約１７０本が組合長（写真左）から手渡されました

●広報うんぜん
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チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
食
品
安
全
・

安
心
委
員
会
委
員
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

太
陽
観
察
会
参
加
者
募
集

問
い
合
わ
せ

第
５１
回
長
崎
県
小
・
中
学

校
児
童
生
徒
美
術
作
品
展

（
子
ど
も
県
展
）

―
県
下
巡
回
展
―

問
い
合
わ
せ

日
時

３
月
１１
日
�
午
後
５
時
〜

１２
日
�
午
後
５
時（
１
泊
２
日
）

内
容

２０
�
ま
た
は
４２
・
１
９
５

�
の
距
離
選
択
ウ
ォ
ー
ク

定
員

７０
人

参
加
費

８
９
０
円

県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家

�
０
９
５
７
（
３
７
）
２
７
６
９

応
募
資
格

県
内
に
居
住
し
て
い

る
満
１８
歳
以
上
の
人
で
、
長
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
委
員
会
に
出
席
で

き
る
人

活
動
内
容

委
員
会
へ
出
席
し
、

食
品
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
審

議
す
る
（
年
３
回
程
度
）

募
集
人
員

３
人
程
度

募
集
期
間

３
月
１
日
�
〜
１４
日
�

長
崎
県
食
品
安
全
推
進
室

�
０
９
５
（
８
２
０
）
１
２
６
７

応
募
資
格

年
齢
２０
歳
以
上
で
県

内
に
居
住
ま
た
は
通
勤（
通
学
）し

て
い
る
人

活
動
内
容

審
議
会
（
年
３
回
程

度
）
へ
の
出
席

募
集
人
員

５
人
程
度

任
期

１８
年
４
月
〜
２０
年
３
月

募
集
期
間

２
月
１０
日
�
〜
３
月

１０
日
�
※
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法

応
募
申
込
書
に
小
論

文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
室

�
０
９
５
（
８
２
２
）
４
７
２
９

日
時

３
月
１２
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
３０
分

※
午
後
１
時
２０
分
ま
で
に
来
館
し

て
く
だ
さ
い

内
容

黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
な

ど
の
観
察

●
雨
天
・
曇
天
・
雷
時
は
中
止
し

ま
す

●
予
約
は
不
要
で
す

雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�
０
９
５
７
（
７
６
）
５
０
１
０

日
時

２
月
１５
日
�
〜
１９
日
�

場
所

諫
早
市
立
諫
早
図
書
館

（
諫
早
市
東
小
路
町
）

内
容

県
内
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
絵
画
・
版
画
・
デ
ザ
イ

ン
・
立
体
の
作
品
展

入
場
料

無
料

長
崎
県
学
芸
文
化
課

�
０
９
５
（
８
９
４
）
３
３
８
５

お問い合わせはこちら

雲 仙 市 役 所 �０９５７（３８）３１１１

国見総合支所 �０９５７（７８）２１１１

瑞穂総合支所 �０９５７（７７）２１１１

愛野総合支所 �０９５７（３６）２１１１

千々石総合支所 �０９５７（３７）２００１

小浜総合支所 �０９５７（７４）２１１１

南串山総合支所 �０９５７（８８）３１１１

雲仙出張所 �０９５７（７３）３４４５

雲仙市教育委員会 �０９５７（３７）３１１３

国 見 分 室 �０９５７（７８）１１００

瑞 穂 分 室 �０９５７（７７）２１２５

吾 妻 分 室 �０９５７（３８）３１０８

愛 野 分 室 �０９５７（３６）０６１６

小 浜 分 室 �０９５７（７４）２１１１

南串山分室 �０９５７（８８）３１１４

福 祉 事 務 所 �０９５７（３６）２５００

選挙管理委員会 �０９５７（３８）３１１１

監 査 事 務 局 �０９５７（３８）３１１１

農 業 委 員 会 �０９５７（３８）３１１１

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

人のうごき
人口 ５１，５７２人

男 ２４，５０８人

女 ２７，０６４人

世帯数 １６，３３８世帯
１２月末現在（住民基本台帳）
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愛
野
小
合
唱
ク
ラ
ブ

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

問
い
合
わ
せ

平
成
１７
年
度
学
習
発
表
会

問
い
合
わ
せ

「
な
が
さ
き
創
造
県
民
債
」発
行

問
い
合
わ
せ

他
都
道
府
県
ナ
ン
バ
ー
へ
の

変
更
に
伴
う
自
動
車
税
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

狩
猟
免
許
試
験

問
い
合
わ
せ

日
時

２
月
１９
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜

場
所

愛
野
町
公
民
館

講
堂

内
容

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ズ
の

魔
法
使
い
」、
合
唱
組
曲
「
日
記

の
う
た
」
ほ
か

入
場
料

無
料

愛
野
小
合
唱
ク
ラ
ブ

�
０
９
５
７
（
３６
）
０
０
２
４

郡
内
の
特
殊
学
級
並
び
に
島
原

養
護
学
校
南
串
山
分
教
室
で
学
ぶ

児
童
、
生
徒
が
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
併
せ
て
、
児

童
、
生
徒
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

日
時

２
月
７
日
�

午
前
９
時

４５
分
〜
午
後
３
時
３０
分

場
所

口
之
津
町
公
民
館

南
高
来
郡
特
殊
教
育
研
究
会
事
務

局
（
千
々
石
第
一
小
学
校
内
）

�
０
９
５
７
（
３
７
）
２
０
１
６

発
行
額

３０
億
円

発
行
日

３
月
２７
日
�

募
集
期
間

３
月
１６
日
�
〜
２２
日

�
（
但
し
、
申
し
込
み
総
額
が
３０

億
円
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切

り
）

満
期
日

平
成
２３
年
３
月
２５
日

利
率

３
月
上
旬
頃
決
定

利
子
支
払

年
２
回

購
入
方
法

十
八
銀
行
と
親
和
銀

行
の
本
店
ま
た
は
県
内
の
支
店
に

て
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

十
八
銀
行
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

�
０
１
２
０
（
１
８
０
９
）
１
８

親
和
銀
行
し
ん
わ
ア
ク
セ
ス
セ
ン
タ
ー

�
０
１
２
０
（
８
６
）
４
８
５
６

長
崎
県
財
政
課

�
０
９
５
（
８
９
５
）
２
１
７
５

平
成
１８
年
度
分
の
自
動
車
税
か

ら
、
引
越
し
や
車
の
売
買
に
よ
っ

て
、
現
在
所
有
し
て
い
る
自
動
車

の
ナ
ン
バ
ー
が
「
他
都
道
府
県
ナ

ン
バ
ー
」
に
変
わ
っ
て
も
、
そ
の

年
度
に
お
け
る
自
動
車
税
の
月
割

計
算
に
よ
る
還
付
や
転
出
先
で
の

新
た
な
課
税
は
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
抹
消
登
録
の
際
の
還

付
や
新
規
登
録
の
際
の
課
税
は
、

今
ま
で
ど
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

時
期

平
成
１８
年
度
の
自
動
車
税

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

長
崎
県
税
務
課

�
０
９
５
（
８
９
５
）
２
２
１
２

日
時

３
月
５
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
頃

場
所

シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

（
大
村
市
幸
町
）

内
容

狩
猟
免
許
「
わ
な
特
区
免

許
」
試
験

対
象

２０
歳
以
上
で
、
精
神
障
害

が
な
い
人
。
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
等

の
中
毒
者
で
な
い
人
。
免
許
取
消

な
ど
の
処
分
を
受
け
た
人
は
処
分

か
ら
３
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

申
請
先

長
崎
県
自
然
保
護
課
、

県
の
振
興
局
・
地
方
局

長
崎
県
自
然
保
護
課

�
０
９
５
（
８
９
５
）
２
３
８
４

振り込め詐欺防止で
感謝状

１月２１日、振り込め詐欺の被害発生を未然

に防止した国見郵便局長の池田鉄次さんに国

見警察署長から感謝状が送られました。

池田さんは、「有料サイトの利用料」を振

り込みに訪れた男性客の様子がおかしいと感

じたことから、声をかけ事情を聞き、関係機

関に相談し振り込め詐欺と確信。男性客に振

り込みをやめるよう告げ、被害が未然に防が

れました。

国 見 町……固定資産税４期・国民健康保険税８期（２８日）
瑞 穂 町……国民健康保険税６期（２７日）

吾 妻 町……固定資産税４期・国民健康保険税８期（２７日）
愛 野 町……固定資産税４期・国民健康保険税８期（２８日）

千 々 石 町……国民健康保険税８期（２８日）
小 浜 町……固定資産税４期・国民健康保険税８期（２８日）

南 串 山 町……国民健康保険税６期（２８日）

（ ）は納期限

あああああああああああなななななななななななたたたたたたたたたたたののののののののののの納納納納納納納納納納納税税税税税税税税税税税ででででででででででで あああああああああああかかかかかかかかかかかるるるるるるるるるるるいいいいいいいいいいい ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆたたたたたたたたたたたかかかかかかかかかかかななななななななななな 街街街街街街街街街街街づづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりり
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国
見
町
・
瑞
穂
町
の
方
へ

携
帯
電
話
１
１
９
番

直
接
受
信
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

交
通
事
故
巡
回
相
談

問
い
合
わ
せ

女
性
専
用
医
療
相
談

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
を
ね
ら
う
悪
質

リ
フ
ォ
ー
ム
に
ご
注
意
！

問
い
合
わ
せ

携
帯
電
話
で
の
１
１
９
番
通
報

は
、
現
在
、
県
央
消
防
本
部
を
通

じ
島
原
消
防
署
が
受
信
し
て
い
ま

す
が
、
２
月
１５
日
正
午
か
ら
直
接
、

島
原
消
防
署
で
受
信
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消

防
署

警
防
課

�
０
９
５
７
（
６
２
）
７
７
１
１

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
。

日
時

２
月
１５
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

場
所

小
浜
総
合
支
所

県
交
通
安
全
対
策
課

�
０
９
５
（
８
２
６
）
４
４
２
１

長
崎
県
で
は
、
女
性
の
医
師
に

よ
る
「
女
性
専
用
医
療
相
談
」
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
相

談
に
は
、『
電
話
相
談
』
と
『
面

接
相
談
』
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
予
約
制
で
す
。
保
健
所
の
女

性
保
健
師
が
、
内
容
を
お
聞
き
し

た
上
で
必
要
に
応
じ
て
女
性
医
師

へ
の
予
約
を
行
い
ま
す
。

婦
人
科
疾
患
、
乳
腺
疾
患
、
思

春
期
女
性
特
有
の
疾
患
、
泌
尿
器

疾
患
、
大
腸
・
肛
門
疾
患
、
皮
膚

疾
患
な
ど
、
男
性
医
師
に
は
相
談

し
に
く
い
病
気
、
あ
る
い
は
、
更

年
期
障
害
や
ス
ト
レ
ス
関
連
障
害

に
伴
う
心
身
の
不
調
な
ど
の
健
康

問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
ご
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
南
保
健
所

�
０
９
５
７
（
６
４
）
６
５
２
０

『
無
料
点
検
に
き
ま
し
た
』と
訪

問
の
目
的
を
隠
し
、「
柱
が
腐
る
」

「
家
が
倒
れ
る
」
な
ど
と
恐
怖
を

あ
お
っ
て
、
必
要
の
な
い
家
の
修

繕
や
シ
ロ
ア
リ
駆
除
な
ど
の
契
約

を
強
引
に
さ
せ
る
悪
質
な
訪
問
販

売
に
よ
る
被
害
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
今
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
「
耐
震
構
造
や
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
」
な
ど
を
口
実
と

し
た
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
が
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

〜
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
〜

・
無
料
点
検
と
い
わ
れ
て
も
、
相

手
の
話
を
う
の
み
に
し
な
い
。

・
契
約
は
一
人
で
し
な
い
、
す
ぐ

に
は
し
な
い
、
ま
ず
は
相
談
を
。

・
必
要
の
な
い
契
約
を
し
て
し

ま
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。

※
訪
問
販
売
な
ど
の
場
合
、
契
約

し
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
無
条
件
で
契
約
の
解
除
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
と
い
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
の
相
談

を
！

・
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
０
９
５
（
８
２
４
）
０
９
９
９

・
県
住
宅
課

�
０
９
５
（
８
２
２
）
５
１
７
８

・
�
長
崎
県
住
宅
・
建
築
総
合
セ

ン
タ
ー

�
０
９
５
（
８
２
５
）
６
９
４
４

マークの
駐車スペース
について

最近は、公共施設の駐車場に限らず、
身近なスーパーなどでもよく見かける
マークだと思います。
このマークが表示されている場所は、

障害者や高齢者等の歩行に困難をとも
なう方のための専用スペースとして設
置されているものです。
専用スペースはこれらの方のために

「空けておく」といった思いやりの心
を持って、誰もが暮らしやすい「まち
づくり」にご協力ください。
長崎県障害福祉課 �０９５（８２５）２４７９

宝宝くくじじ助助成成事事業業でで
南南串串山山町町公公民民館館にに液液晶晶ププロロ
ジジェェククタターー等等（（貸貸出出用用））がが

備備わわりりままししたた
平成１７年度宝くじ助成（一般コミュ

ニティ）事業で、南串山町公民館に液
晶プロジェクター等の貸出用視聴覚機
器が備わりました。社会教育団体など
を対象に広く活用して頂きたいと思い
ます。詳しくは教育委員会南串山分室
（�０９５７－８８－３１１４）にお問い合わせ
ください。

〔長崎〕095（826）5511 長崎県保険医協会

鳥インフルエンザ

下肢閉塞性動脈硬化症（下肢の動脈がつまる）

インフルエンザの早期診断と治療

花粉症の予防と治療

自殺と精神障害

間質性膀胱炎

月

火

水

木

金

土・日 ☆午前９時～翌朝９時までの２４時間、
同じ内容のテープが流れます。
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麻しん、�
�
予防接種の受け方が、�
風しんの�
2006年（平成18年）4月1日から「麻しん、
風しん」の予防接種は、混合ワクチンに
よる2回接種になります。�
第1期は、1歳から2歳までの1年間、第2
期は、小学校入学前の1年間です。�

出生時�

1歳�

2歳�

3歳�

4歳�

5歳�

6歳�

7歳�

8歳�

1歳から2歳までの�
お子さん�

5歳から7歳までで�
翌年小学校に入学される�
お子さん�
（小学校入学前の1年間）�

第 1 期 �第 1 期 �第 1 期 �

第 2 期 �第 2 期 �第 2 期 �

7歳半未満のお子さんは�
　　　　 をご確認ください�お誕生日�お誕生日�

1998年10月2日生まれから�
（平成10年）�

2004年4月1日生まれまで�
（平成16年）�

2004年4月2日生まれから�
（平成16年）�

2005年4月2日生まれ以降�
（平成17年）�

2005年4月1日生まれまで�
（平成17年）�

1998年10月2日生まれから�
（平成10年）�

2004年4月1日生まれまで�
（平成16年）�

2004年4月2日生まれから�
（平成16年）�

2005年4月2日生まれ以降�
（平成17年）�

2005年4月1日生まれまで�
（平成17年）�

1998年10月2日生まれから�
（平成10年）�

2004年4月1日生まれまで�
（平成16年）�

2004年4月2日生まれから�
（平成16年）�

2005年4月2日生まれ以降�
（平成17年）�

2005年4月1日生まれまで�
（平成17年）�

麻しん、風しんの予防接種をそれぞれ受けて
いない人は、2006年（平成18年）3月31日
までにどちらも接種を済ませてください。�
�

麻しん、風しんの予防接種を
それぞれ受けていない人は、
2006年（平成18年）3月31日
までにどちらも接種を済ませ
てください。�
＊なお、とちらも受けておらず、とちらも患った
ことがない場合には、2006年（平成18年）4月
1日以降、2歳の誕生日を迎える前日まで、新制
度による麻しん、風しん混合ワクチンを接種す
ることもできますが、感染する前に接種をし
ていただくことが大切ですので、早期に
接種をしましょう。�

2006年（平成18年）4月1日以降の新制度によ
る麻しん、風しん混合ワクチンを受けてください。�
1歳になったらなるべく早く受けましょう。�

詳しくは、かかりつけ医または、市町村の相談窓口にご相談ください。�

〈問い合わせ〉福祉事務所　健康づくり課（　0957（36）2500）または各総合支所市民生活課保健師�

厚生労働省� 日本医師会� 日本小児科医会�

町 名
国 見 町
小 浜 町
瑞 穂 町
南 串 山 町
瑞 穂 町
小 浜 町
瑞 穂 町
小 浜 町
吾 妻 町
小 浜 町

電 話 番 号
０９５７（６５）３３３３
０９５７（７４）２０４６
０９５７（７７）３０８９
０９５７（８８）３１３１
０９５７（７７）２０００
０９５７（７３）３６６６
０９５７（７７）３６２２
０９５７（７４）２２１１
０９５７（３８）２０１５
０９５７（７４）３７００

医 療 機 関
松 本 内 科 医 院
木 戸 医 院
前 田 内 科 胃 腸 科 医 院
耳鼻咽喉科気管食道科外科菅医院
よ こ た 医 院
馬 場 医 院
長 田 医 院
公 立 新 小 浜 病 院
永 吉 医 院
（医）副島内科クリニック

日

５日

１１日

１２日

１９日

２６日
宅

在

＋

日

医

休

番
当

☆変更される場合がありますので、
電話連絡後、受診してください。
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虹のあとさき�虹のあとさき�
編集後記�

▼
「
や
っ
て
し
ま
っ
た
…
」

ち
ょ
っ
と
風
邪
気
味
だ
な
ぁ
と

感
じ
て
い
た
お
正
月
明
け
の
あ

る
日
。�
魔
の
２
週
目
�（
広
報

編
集
が
一
番
忙
し
い
、
月
の
第

２
週
目
）
最
後
の
金
曜
の
こ
と

で
し
た
。
体
調
が
一
段
と
悪
く
、

尋
常
じ
ゃ
な
い
節
々
の
痛
さ
を

感
じ
な
が
ら
体
温
計
を
見
る
と
、

「
３９
度
８
分
」
！

カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
る
と

１３
日
の
金
曜
日
…
う
そ
ぉ
〜
▼
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
Ａ
型
で
す
ね
」検
査
後
、医
師
が
キ
ッ

パ
リ
。
奥
の
看
護
師
さ
ん
が
テ
キ
パ
キ
と
マ

ス
ク
を
持
っ
て
き
て
、「
は
め
て
く
だ
さ

い
」
っ
て
…
。
ま
だ
仕
事
休
む
わ
け
に
い
か

な
い
ん
で
す
け
ど
〜
▼
上
司
に
連
絡
し
て
お

休
み
を
も
ら
う
は
め
に
。
広
報
編
集
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
け
ど
、
み
ん
な
に
う
つ
し
た

ら
迷
惑
な
ん
で
す
よ
ね
。
何
で
予
防
接
種
受

け
な
か
っ
た
ん
だ
…
▼
結
局
、
残
り
の
編
集

は
、
班
の
方
に
頼
む
こ
と
に
。
ご
め
ん
な
さ

い
…
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
す
▼
み
な
さ
ん
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
は
ぜ
ひ

ご
注
意
を
。

▼
今
回
、
諸
事
情
に
よ
り
編
集
作
業
に
携
わ

り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
広
報
紙
作
成
に
四

苦
八
苦
。
記
事
を
書
こ
う
に
も
取
材
あ
っ
て

の
紙
面
づ
く
り
を
改
め
て
痛
感
。
合
併
し
て

地
域
が
広
が
り
、
机
上
だ
け
で
は
ま
す
ま
す

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
こ
こ
は
、
地
道

に
確
実
に
！
▼
さ
て
、
広
報
う
ん
ぜ
ん
創
刊

号
が
、
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員
特
別

賞
を
受
賞
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
小
川
）

おわび

広報うんぜん１月号

のＰ２４の問い合わせ

先の電話番号に一部

誤りがありました。

皆様には大変ご迷惑

をおかけしました。

おわび申しあげます。

雲仙市

広
報

〒
８５９‐１１０７

長
崎
県
雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
７１４

�
０９５７‐３８‐３１１１

FA
X０９５７‐３８‐２７５５

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
http://w

w
w
.city.unzen.nagasaki.jp/

Ｅ
メ
ー
ル

info-unzen@
city.unzen.nagasaki.jp

こ
の
広
報
「
う
ん
ぜ
ん
」
は
、
古
紙
配
合
率
１００
％
の
再
生
紙
と
、

揮
発
性
有
機
化
合
物
を
一
切
含
ま
な
い
ノ
ン
Ｖ
Ｏ
Ｃ
植
物
性
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
印
刷
は
IS
O１４００１

認
証
取
得
工
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

発
行
：
雲
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：
企
画
課
広
報
統
計
班

N
o
．４

平
成
１８
年
２
月
１
日
発
行

防
火
の
決
意
新
た
に

雲
仙
市
消
防
団
出
初
式

私のまちは私が守る
“ピン！”と張りつめた緊張感
規律正しい 機敏な動作

１月５日、新春の寒さ厳しい中、
吾妻町農村広場で行われた
初の雲仙市消防出初式。

予測のつかない自然災害、
ちょっとした不注意から
大切な生命や財産を奪う火災。
市民の財産と安全、
安心な暮らしを守るため、
日々訓練を重ね活動する
頼もしい団員たち。

防火の決意新たに
わたしのまち

今年も雲仙市は私が守る！ 服装点検

―― みんなの力で笑顔まんてん
わたしのまちの消防力 ――

松尾文昭団長

ラッパ隊行進


